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福島第一原子力発電所で実施される廃炉作業を安全かつ効率的に行うためには、観測した空間線量率から

放射線源の分布を逆推定することが求められている。逆推定を行うためには、全ての線源候補面から観測地

点に与える影響を表現する寄与行列を構成する必要がある。本研究では複雑な建屋内で大規模な解析を行う

ことを目的とし、寄与行列作成の高速化について報告する。 
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1. 緒言 

2011 年 3 月に起こった福島第一原子力発電所事故以後、廃炉作業が行われてきたが、作業を安全かつ効率

的に行うためには、放射線源の分布を知ることが重要である。一般に線源分布は、壁や床などの構造物付近

の放射線量を計測することで知ることが可能となるが、詳細な測定が必要になる他、高線量の線源を計測す

ることは困難となる。その一方、これまでに、複数の観測点で計測された線量値とあらかじめ計算しておい

た対象物から観測点までの減衰率（寄与率）で構成される寄与行列を用いた Lasso 等により逆推定すること

が可能であることが報告[1]されているが、構造物の面数が多くなると寄与率の計算に多くの時間がかかる課

題があった。 

2. 大規模問題における逆推定 

建屋内での逆推定を行うため、寄与行列を作成するためには、建屋構造物表面をセルで表現し、そのセル

と観測点の寄与率を計算する必要がある。寄与率を計算する方法として PHITS を用いるのが、精度が高い[2]。

PHITS は放射線の挙動を、モンテカルロ法を用いてシミュレーションするコードであり、寄与率を正確に計

算できるが計算コストは大きい。従って、セル数が多くなると計算に非常に多くの時間が必要になる。そこ

で、本研究では、対象物と観測点の間に障害物（他の対象物）がない場合のみ放射線が直達し、寄与率は 2 点

間の距離の 2 乗で減衰すると仮定する等、簡易計算により寄与率を求め、寄与行列を作成する方法を採用す

る。実際にこの方法を並列化することで、200 万以上のセルから成る JMTR 一室の寄与行列も現実的な時間

で作成可能となり、逆推定による線源推定が高速に実施可能となった。本方法を用いたシミュレーション結

果は当日発表する。 
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